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機能の概要
オーダー確認の単価許容範囲
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機能の概要
新機能: オーダー確認の単価許容範囲

お客様の課題

ソリューション領域

SAP Ariba でこの課題に対応

実装に関する情報

実現される主なメリット

前提条件および制限事項

実装の難易度

関連する地域

ロータッチ/容易

グローバル

SAP Ariba Commerce Automation
SAP Ariba Supply Chain Collaboration

この機能は、該当ソリューションを使用しているすべて
のお客様に対して自動的にオンになっており、すぐに
使用できます。

この Ariba Network 機能の適用対象は以下のとおり
です。
すべてのバイヤーユーザー
すべてのサプライヤユーザー
SAP Ariba Commerce Automation
SAP Ariba Supply Chain Collaboration

お客様は現在でも、[品目の単価許容範囲をオーダ
ー確認に適用する] ルールを設定すると、オーダー
確認に単価の許容範囲を適用できます。 ただし、こ
のルールで指定できるのは、サプライヤが超過して
はいけない価格の最大許容値のみであり、最小許
容値は指定できません。さらに、定義された許容範
囲は、お客様が送信したすべてのオーダーに適用さ
れます。

Ariba Network のバイヤーは、cXML 制御キーを使用してオー
ダー確認を作成するときに、単価の許容範囲 (最大許容値と最
小許容値) を適用できるようになりました。これにより、バイ
ヤーは元のオーダーとの価格の差異をさらに管理できます。こ
の機能を使用すると、お客様は単価の最大許容値と最小許容
値をオーダーごとに個別に定義できます。cXML 制御キーを使
用して指定する単価の許容範囲は、数量に基づく価格設定に
も適用されます。Ariba Network では、サプライヤが単位換算
または単価の数量単位を変更すると、新たに計算された価格
に基づいて単価の許容範囲が検証されます。
常に、ビジネスルールよりもオーダーの確認制御キーが優先さ
れます。

この機能を使用すると、単価の最大許容値と最小許
容値をオーダーごとに個別に定義できるため、オー
ダー確認に単価の許容範囲をより柔軟に適用できる
ようになります。これによって、単価の整合性をより詳
細なレベルで管理できるため、サプライヤとのコラボ
レーションの効率性が向上します。
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バイヤーが金額または率を使用して、単価の最大許容値と最小許容値の制御キーを指定するオーダーを提出します。

機能の概要
新機能: オーダー確認の単価許容範囲

常に、ビジネスルールよりもオーダーの確認制御キーが優先されます。そのため、[品目の単価許容範囲をオーダー確認に適用する] ルー
ルで指定された単価の最大許容値は、オーダーの制御キーで指定された単価の最大許容値で上書きされます。
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サプライヤがオーダーの制御キーで指定された許容範囲を超過する単価を使用して、オーダー確認を作成しようとしています。
Ariba Network では、指定された単価がバイヤーの指定した許容範囲を超えていることを示すエラーメッセージが表示されます。許容範囲外の単価
は使用できません。
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